
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 本研究で用いた学習方略に関する項目（市原・新井、2006） 

学習方略 

 暗記反復方略 

  項目 1  私は、理科で分からない問題は、何回もくり返し練習しています。 

  項目 2  私は、理科では何度も同じ問題を解いています。 

  項目 3  私は、理科で特に苦手なところは、くり返し勉強しています。 

  項目 4  私は、理科で間違えた問題に、集中的に取り組んでいます。 

  項目 5  私は、理科では学校で配られた問題集を、くり返し解いています。 

  項目 6  私は、理科で今授業で習っていなくても、以前に学習した単元の復習もしています。 

  項目 7  私は、理科の問題集を自分で買ってくり返し解いています。 

  項目 8  私は、理科の法則や式は問題をくり返し解きながら覚えるようにしています。 

 意味理解方略 

  項目 9  私は、理科の法則や式は、ただそれを覚えるだけでなく、なぜそのようになるのかを考え

ています。 

    項目 10   私は、理科の法則や式は、自分でそれを導き出せるようにしています。 

  項目 11   私は、理科では、ある方法で問題を解いた後で、他の方法でも問題が解けるかどうかを考

えています。 

  項目 12  私は、理科では、どうすれば問題が解けるようになるのかを考えています。 

  項目 13   私は、難しいと思える理科の法則や式を、簡単に覚える方法はないかと考えています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2 第 1 章「電流」「回路と電流・電圧」「電流・電圧と抵抗」の単元計画 

次 時 学習活動 指導目標 研究の視点 

１ １ シャーﾌﾟペンシルの芯に電流を流すと発熱し、光る

様子から、回路の中を電流はどのように流れて、豆

電球を光らせているのかのを考える。 

電球が光る理由を、回路の中の電

流（向きや大きさ）をイメージ

し、自分の考えを図や言葉で表現

し、それを確かめるにはどうすれ

ばよいかを示す。 

豆電球が光る理由を考えることから、電

流をモデル化することで、生徒に自分の

考えの不確かさを実感させ、この後の実

験に目的意識を持たる。 

２ ２ ・前時に考えた電流の向きや大きさを調べる方法

を出し合い、実験方法を確認する。 

・電流計の使い方を学び、豆電球の前後の電流を測

定する。 

電流の向きや大きさを調べるため

の方法を確認する。電流計の使い

方を理解し、正しい測定が行える

ようにする。 

前時に考えたモデル図をもとに、豆電球

の前後で電流の大きさが変化するのかに

疑問を持たせ、何が明らかになればその

疑問が解決するのかを問い、実験に対す

る目的意識を持たせる。 

 ３ 条件を変えた実験方法を計画し、電流の向きや大き

さに対する実験結果をまとめ、考察を行う。 

・条件を変えた実験方法を計画し、

実験を行う。 

・実験結果より、豆電球の前後にお

いて、電流の大きさは変化しない

ことを見いだす。 

前時の測定から実験結果の見通しを持た

せ、条件を変えた実験方法を計画させる。 

１ ４ ・前時の生徒の実験記録を提示し、様々なまとめ方

や表し方から、より多くの人に通じる表し方とは

何かを考える。 

・電気用図記号を使い、いろいろな回路を表す。 

電気用図記号を使い、回路図の書

き方を理解する。 

 

前時の実験記録を基に、実験方法を正確

に、簡単に記す方法を考え、電気用図記

号や回路図の便利さに気づかせる。 

２ ５ ・2－2，3の実験から豆電球の前後で電流が変化 

しないが豆電球の種類で電流の大きさが違うこ 

とや電流は消費されないのかという生徒の考え

を基に、「直列回路での電流の大きさは、豆電球

1 個の回路と比べどうなるか考えよう」の課題に

対し、予想を立てる。 

・予想から、どの点を測定すればよいのかを確認す

る。 

・実験結果を基に、直列回路での電流の規則性と豆

電球の働きについて考える。 

・これまでの学習を基に、課題に対

して根拠を持った予想を立てる。 

・予想を基に実験方法を確認し、実

験結果から、直列回路での電流の

規則性や豆電球の働きについて

見いだす。 

実験結果より、「直列回路ではどの点で

も電流の大きさは変わらない」という規

則性を見いださせるとともに、豆電球が

1 つの回路での電流の大きさと比較し、

豆電球は電流を流れにくくしている（電

流の流れを邪魔している）という考えを

導きだす。 

 ６ ・直列回路と並列回路での豆電球の明るさの違い

を観察し、並列回路での電流の大きさはどうなっ

ているのだろうという疑問を持たせる。 

・前時の直列回路での電流の規則性や豆電球の働

きを基に、並列回路での各点での電流の大きさは、

どのようになるか予想を立て、どの点を測定すれ

ばよいか確認する。 

・実験結果や予想を基に、並列回路での電流の規則

性について考察する。また、実験結果から得られ

た、直列回路と並列回路の電流の大きさの違いを

基に「モデル」を用いて、電流の働きについて考

える。 

・実験結果を基に、並列回路での電

流の規則性を見いだす。 

・実験結果から得られた、直列回路

と並列回路の電流の大きさの違

いを基に、「モデル」を用いて、電

流の働きについて考察する。 

・直列回路と並列回路での豆電球の明る

さの違いやこれまでの学習を基に、並列

回路での電流の大きさはどうなるか予

想を立て、見通しを持って実験に取り組

む。 

・電流を「モデル」で表すことから、電

流の働きについて理解する。 

３ ７ ・誘導コイルで放電の様子を観察し、電圧の働きに

ついて理解する。 

・電池の持っている電圧は、回路のどの区間で使わ

れるのか予想を立て、どの区間を測定すればよい

か確認し、電圧計の使い方について学ぶ。 

・実験結果より、電池の持っている電圧が、回路の

どの区間で使われるのか考察する。 

・電流計の使い方を理解し、正しい

測定が行えるようにする。 

・実験結果や予想を基に、「モデル」

を用いて、回路中の電圧の働きに

ついて理解する。 

実験結果を基に、電池の持っている電圧

が、どの区間で使われるのか、「モデル」

を活用し、電圧の働きについてまとめる。

その際、豆電球の働きを想起させる。（電

流の妨げをしている区間で、電圧が使わ

れる） 

 ８ ・前時の電圧の働きの学習を基に、直列回路での電

圧の各区間の大きさを予想し、測定を行う。 

・実験結果を基に、直列回路での電圧の規則性につ

いて考察を行う。 

・豆電球が 1 個の回路と 2 個の直列回路では、直

列回路の方が電流が小さくなるわけを、「電圧の働

き」から考察を行う。 

・実験結果や予想を基に、直列回

路での電圧の規則性について考

察できる。 

・豆電球が1個の回路と2個の直列

回路では、直列回路の方が電流

の大きさが小さくなるわけを、

「電圧の働き」から考察する。 

・前時の電圧の働きの学習を基に、直列回路

での各区間の電圧がどのようになるか予想

を立て、見通しをもって、実験に取り組む。 

・直列回路の電流の大きさが小さくなる

わけを、「電圧の働き」から考察するこ

とによって、電流と電圧を関連付けた見

方を養う。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2 第 1 章「電流」「回路と電流・電圧」「電流・電圧と抵抗」の単元計画 

次 時 学習活動 指導目標 研究の視点 

 ９ ・前時の学習や並列回路での電流の規則性を基に、

並列回路での電圧の大きさを「モデル」を活用し、

予想を立てる。 

・実験結果を基に、並列回路での電圧の規則性につ

いて考察を行う。 

・直列回路と並列回路では、並列回路の方が豆電球

が明るいことを、「電流」、「電圧」の働きから考察す

る。 

・実験結果や予想を基に、並列

回路での電圧の規則性につい

て考察できる。 

・直列回路と並列回路では、並

列回路の方が豆電球が明るい

ことを、「電流」、「電圧」と関

連づけて考察することができ

る。 

・前時の学習を基に、並列回路での各区間の

電圧がどのようになるか「モデル」を活用

し、予想を立て、見通しをもって、実験に取

り組む。 

・直列回路より並列回路の方が、豆電球が明

るいことを考察することで、電流と電圧を

関連付けた見方を養う。 

４ 1

0 

・手回し発電機と豆電球をつなぎ、回し方と明るさ

の変化の観察を通して、電圧と電流の増え方には規

則性があるのか予想を立て、抵抗値の異なる 2 つの

抵抗器に加わる電圧と電流を調べる実験を行う。 

・電流と電圧の関係を表したグラフを作成し、2 つの

グラフから、電流と電圧の関係について考察を行

う。また、2 つのグラフの相違点についても確認す

る。 

・抵抗値の異なる２つの抵抗器

に加える電圧と電流の関係を

表すグラフを作成し、電流は

電圧に比例することを見いだ

す。 

・抵抗値の違いでグラフの傾き

が異なることを見いだす。 

・電流と電圧の関係を調べるためには、どう

すればよいか見通しを持って、実験に取り

組む。 

・作成した２つのグラフから、共通点と相違

点を見いだす。 

 1

1 

・抵抗器と豆電球を手回し発電機につなぎ、抵抗値

の違いで光り方や回し方の違いを観察し、前時に作

成したグラフと比較する。 

・「グラフの傾きと抵抗値の関係を明らかにし、比例

の式を完成させ、抵抗値の違いで光り方や回し方が

違う理由を説明しよう」の課題に取り組む。 

・グループでの意見をまとめ、全体で共有する。 

・グラフの傾きと抵抗値の関係

を見いだし、比例の式を完成

させる。 

・作成した比例の式から、電流

と電圧の関係、また電流と抵

抗の関係を見いだす。 

・前時に作成した２つのグラフの傾きと

抵抗値が逆数の関係になっていること

を、グループ間の意見交流も踏まえ見

いだす。比例の式（オームの法則を表す

式）を完成させることから、電流と電

圧、電流と抵抗の関係を理解し、観察し

た現象とつなげることでより深い理解

を目指す。 

 1

2 

・これまでの学習を基に、回路に流れる電流を半分、

または 2倍にする方法を考える。 

・予想を基に、実験を行い検証する。 

・実験結果から、電流を流れにくくする方法、流れや

すくする方法を確認し、合成抵抗について学ぶ。 

・回路に流れる電流を半分、ま

たは2倍にするためには、どの

ような回路をつくればよいか

考え、検証後、説明する。 

・合成抵抗について理解する。 

電流を流れにくくする方法、流れやすく

する方法を考えることで、合成抵抗へと

つなげる。 

 1

3 

・これまでの学習を基に、与えられた抵抗を組み

合わせ、必要な電流が流れる回路をつくる方法を

考える。 

・グループ間の意見交流を通して、自分たちの考

えを吟味する。 

・なぜ、そのように考えたのかを説明し、全体で

考えを共有する。 

合成抵抗、電流・電圧の規則

性を用い、与えられた抵抗を

組み合わせ、必要な抵抗をつ

くる。 

既習事項をもとに、与えられた抵抗を

組み合わせ、必要な抵抗をつくること

で、既習事項の十分な活用を図る。 

 



資料 3 検証授業後調査問題の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

資料 4 検証授業後の調査問題の採点基準 

問 得点 評価の観点 採点基準 解答事例 

（１） ２ 科学的知識 正答している。 イ 

（２） ２ 科学的知識 正答している １６２ 

（３） ２ 科学的思考力 正答している ウ 

（４） 

２ 

科学的思考力 

関係について、論理
的に記述している。 

電源装置の電圧、抵抗器 P にかかる電圧、抵抗器 Q 
にかかる電圧の大きさがすべて等しい 

１ 
関係について、記述
している。 

抵抗器 P と抵抗器 Q それぞれにかかる電圧が等しく 
なる。 

０ 
誤答および無回答  

（５） ２ 科学的思考力 正答している。 ウ 

 


